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世
界
一
周
を
果
た
し
た
衝
撃
度

　

航
空
の
世
界
で
、
一
昨
年
か
ら
昨
年
に

か
け
、
環
境
に
つ
い
て
１
つ
の

「事
件
」
が

あ
っ
た
。 

そ
れ
は
、
太
陽
光
で
発
電
し
た

電
気
を
、
電
池
に
貯
め
て
飛
ぶ
、
全
く
Ｃ

Ｏ
２
を
出
さ
な
い
電
動
飛
行
機

「ソ
ー
ラ

ー
イ
ン
パ
ル
ス
２
」
の
世
界
一
周
飛
行
の
成

功
だ
。
電
気
使
っ
て
モ
ー
タ
ー 

を
動
か
し

て
空
を
飛
ぶ
こ
と
を
証
明
し
た
。

　

「
電
動
飛
行
機
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

か
ら
、
航
空
の
現
在
と
将
来
を
見
て
み
る
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
で
75
％
以
上
を
占
め
る

Ｃ
Ｏ
２
は
、
２
０
１
４
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

全
世
界
で
３
３
０
億
ｔ
が
排
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
内
航
空
分
野
は
、
２
～
３
％
程
度
の

６
億
ｔ
前
後
と
推
測
さ
れ
、
産
業
分
野
別

で
は
比
較
的
低
い
数
字
だ
。　

　

し
か
し
、
航
空
輸
送
は
新
興
国
経
済
の

成
長
な
ど
で
、
今
後
全
世
界
で
年
４
～

５
％
の
成
長
を
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

何
も
し
な
け
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
は

２
０
５
０
年
に
は
２
０
２
０
年
の
２
～
５
倍

に
も
な
っ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
他

分
野
で
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
進
め
ば
、
そ
の
比

率
も
増
え
る
わ
け
で
、
航
空
輸
送
に
対
す

る
社
会
的
な
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
る
こ

と
は
必
至
で
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
２
０
１
０
年
、
国
連
の
専
門
機
関

で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
（国
際
民
間
航
空
機
関
）

は
総
会
で
、
環
境
保
護
に
向
け
航
空
分
野

で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
を
設

定
し
た
。 

　

そ
れ
は
、

①
２
０
５
０
年
ま
で
に
平
均
年
２
％
の

燃
費
効
率
改
善

②
２
０
２
０
年
以
降
、
Ｃ
Ｏ
２
を
含
む

温
室
効
果
ガ
ス
を
増
加
さ
せ
な
い
こ
と

　

の
２
点
だ
。

　

こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に

「
燃
費

の
よ
い
新
型
機
導
入
」
「効
率
の
よ
い
管
制

方
式
で
の
燃
料
の
削
減
」
「化
石
燃
料
で
は

な
く
、
藻
か
ら
作
っ
た
バ
イ
オ
燃
料
」
な

ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
化
石
燃
料
を

燃
や
し
て
推
進
力
を
得
て
、
そ
の
力
で
人

や
物
を
運
ぶ
と
い
う

「シ
ス
テ
ム
の
基
本
」

を
変
え
な
い
限
り
は
、
大
き
な
ジ
ャ
ン
プ

ア
ッ
プ
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
関
係
者
の

共
通
認
識
だ
。

　

そ
ん
な
中
で
「ソ
ー
ラ
ー
イ
ン
パ
ル
ス
２
」

の
世
界
一
周
飛
行
は
、
文
字
ど
お
り
航
空

界
に
〝
衝
撃
〞
を
与
え
た
。

　

ソ
ー
ラ
ー
イ
ン
パ
ル
ス
計
画
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

目
的 

に
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
冒
険
家
ベ
ル
ト

ラ
ン
・
ピ
カ
ー
ル
氏
と
、
ス
イ
ス
人
の
ア
ン

ド
レ
・　

ボ
ル
シ
ュ
ベ
ル
グ
氏
が
２
０
０
３
年

に
立
案
し
た
計
画
。
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
含

め
て
２
機
の
機
体
を
作
成
し
た
。

　

２
機
目
で
あ
る
ソ
ー
ラ
ー
イ
ン
パ
ル
ス
２

は
４
発
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
、
そ
の
プ
ロ
ペ
ラ
を

電
動
モ
ー
タ
ー
で
回
し
て
推
進
す
る
。
そ

の
電
気
は
翼
上
面
に
貼
っ
た
太
陽
電
池
パ

ネ
ル
で
発
電
。
夜
間
は
機
内
の
電
池
に
貯

め
た
電
池
で
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
し
続
け
る
構

造
だ
。

　

機
体
は
カ
ー
ボ
ン
繊
維
が
多
用
さ
れ
、

重
量
は
僅
か
２
・３
ｔ
と
軽
自
動
車
並
だ
が
、

翼
幅
は
72
ｍ
と
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
よ
り
も

大
き
い
。
飛
行
機
と
い
う
よ
り
グ
ラ
イ
ダ

ー
に
近
く
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
も
あ
る
ボ
ル
シ

ュ
ベ
ル
グ
氏
に
よ
る
と

「旋
回
な
ど
は
、
か

な
り
ゆ
っ
く
り
で
し
か
で
き
な
い
」
と
い
う

ほ
ど
操
縦
性
は
ま
だ
ま
だ
だ
。

エ
ア
バ
ス
、
ボ
ー
イ
ン
グ
も
〝
空
中
戦
〞
参
戦

航
空
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　

　
　
　
　

塚
原
将
宏

 

「
電
動
飛
行
機
」
開
発
の

　
　
　
　
　
　
　

し
た
た
か
な
計
算

「ソーラーインパルス２」（ソーラーインパルス）
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し
か
し
、
同
機
は
２
０
１
５
年
３
月
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦

（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
ア
ブ
ダ
ビ

を
離
陸
。
途
中
、
悪
天
候
で
の
名
古
屋
へ

の
迂
回
着
陸
や
、
バ
ッ
テ
リ
ー
破
損
で
ハ
ワ

イ
で
10
カ
月
も
の
修
理
が
あ
っ
た
も
の
の
、

２
０
１
６
年
７
月
26
日
に
約
１
万
２
０
０
０

㎞
を
飛
行
し
て
ア
ブ
ダ
ビ
に
戻
り
、
世
界

一
周
を
成
し
遂
げ
た
。

　

ボ
ル
シ
ュ
ベ
ル
グ
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

「
電
動
自
動
車
も
走
っ
て
い
る
の
に
、
航

空
機
だ
か
ら
と
言
い
訳
は
で
き
な
い
」
こ

と
を
証
明
し
た
の
だ
。

エ
ア
バ
ス
、
ボ
ー
イ
ン
グ
も
参
入

　

実
は
電
動
飛
行
機
を
模
索
し
て
い
る
の

は
、
ソ
ー
ラ
ー
イ
ン
パ
ル
ス
だ
け
で
は
な
い
。

米
国
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
や
日
本
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
も
２

０
０
０
年
代
か
ら
基
礎
研
究
を
行
な
っ
て

き
た
。
デ
ッ
ド
ロ
ッ
ク
と
な
っ
て
来
た
の
は

電
池
の
問
題
。
飛
行
機
を
推
進
さ
せ
る
だ

け
の
パ
ワ
ー
を
長
時
間
は
維
持
で
き
な
い
。

だ
が
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
も
利
用
さ
れ
る
「リ

チ
ウ
ム
・
イ
オ
ン
電
池
」
や

「リ
チ
ウ
ム
・

ポ
リ
マ
ー
電
池
」
な
ど
、
新
素
材
を
使
っ

た
小
型
大
容
量
の
電
池
の
登
場
で
、
実
現

可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

　

エ
ア
バ
ス
社
も
２
０
０
９
年
か
ら

「Ｅ
フ
ァ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
電
動
飛
行
機
を
開
発
中

だ
。
双
発
の
フ
ァ
ン
型
プ
ロ
ペ
ラ
エ
ン
ジ
ン
で

２
３
０
㎏
の
人
と
荷
物
を
載
せ
、
電
池
だ

け
で 
１
６
０
㎞
を
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

一
昨
年
に
は
36
分
飛
行
し
て
英
仏
海
峡
横

断
に
も
成
功
し
て
い
る
。　
　

同
社
は

「
Ｅ
フ
ァ
ン
」
で
得
た
技
術
を
よ

り
大
き
な
飛
行
機
に
応
用
し
て
い
く
方
針

だ
。

　

一
方
の
エ
ア
バ
ス
の
ラ
イ
バ
ル
、
ボ
ー
イ
ン

グ
社
も
、
電
動
飛
行
機
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業

「ズ
ー
ナ
ム
エ
ア
ロ
」
社

（米
ワ
シ
ン
ト

ン
州
）
に
出
資
し
て
、
基
礎
技
術
獲
得
に

動
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
ソ
ー
ラ
ー
イ
ン
パ
ル
ス
２
を
成
功

さ
せ
た
ア
ン
ド
レ
・
ボ
ル
シ
ュ
ベ
ル
グ
氏
も
、

「Ｈ
55
」
と
呼
ば
れ
る
次
の
電
動
飛
行
機

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
総
て
を
電
気
で
動
か
し
多
く
の

人
員
を
運
ぶ
旅
客
機
と
な
る
と
、
既
存
の

電
池
で
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
各
社
が

注
目
し
て
い
る
の
は
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
な
ど

内
燃
機
関
と
電
池
で
の
推
進
を
組
み
合
わ

せ
る

「ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
航
空
機
」。
例
え
ば

離
陸
時
だ
け
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
使
い
、

安
定
し
た
巡
航
時
は
電
動
プ
ロ
ペ
ラ
で
進

む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
Ｃ
Ｏ
２
は
ゼ
ロ
に
は

で
き
な
い
が
、
大
幅
に
削
減
は
で
き
る
。

　

大
手
の
航
空
機
メ
ー
カ
ー
が
電
動
飛
行

機
に
力
を
入
れ
始
め
て
い
る
の
は
、
実
は

環
境
保
護
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
し
た
た
か
な
計
算
が
あ
る
。

　

現
在
の
航
空
機
の
運
航
コ
ス
ト
の
６
割
は

燃
料
費
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
ゼ
ロ

も
し
く
は
大
幅
に
削
減
で
き
れ
ば
、
運
航

コ
ス
ト
は
劇
的
に
下
が
る
。
「
Ｅ
フ
ァ
ン
」

を
開
発
中
の
エ
ア
バ
ス
の
幹
部
は

「２
０
３

０
年
代
に
70
席
ク
ラ
ス
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル

（
短
距
離
地
域
）
旅
客
機
を
市
場
に
投

入
す
る
こ
と
が
目
標
」
と
明
言
し
て
い
る
。

　

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
旅
客
機
市
場
は
、
全
世

界
で
、
今
後
２
０
年
で
２
０
０
０
機
程
度
の

需
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
、
日
本
の
Ｍ
Ｒ

Ｊ

（
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
）
も
燃

費
２
割
カ
ッ
ト
を
売
り
物
に
、
90
席
ク
ラ

ス
と
70
席
ク
ラ
ス
の
２
機
種
が
投
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
運
航
コ
ス
ト
が
極
端
に
低
い
電

動
飛
行
機
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
航
空
機
が
登

場
す
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
リ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
旅
客
機
市
場
は
席
巻
さ
れ
、
Ｍ
Ｒ
Ｊ
を

含
む
既
存
機
材
は
、
「
出
番
な
し
」
の
可

能
性
も
あ
る
。

　

電
動
飛
行
機
開
発
は
、
環
境
へ
の
配
慮

と
い
う
〝
ロ
マ
ン
〞
だ
け
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
を
日
本
人
も
知
っ
て
お
く
べ
き
だ

ろ
う
。

ハイブリッド航空機が出現すればMRJは一気に陳腐化しかねない（三菱航空機）

エアバスが開発を進める「Eファン」
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